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「JCDのこれまでとこれからの役割」
日本コンクリート診断士会 企画部会長 原田 隆敏

日本コンクリート診断士会は、2010年7月に設立当初は全国14地区会で正
会員は514名、41法人会員で発足しました。

2020年3月現在では、北海道、青森県、新潟県、宮城県、富山県、石川県、
福井県、長野県、東京（群馬県、栃木県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川
県、山梨県）、静岡県、東海（愛知県、岐阜県、三重県）、京滋（京都府、
滋賀県）、岡山県、広島県、鳥取県、島根県、高知県、大分県、宮崎県、熊
本県の20地区団体で正会員数は1776名、82の法人会員そしてコンクリート
診断士の資格を有しない個人賛助会員も126名となっております。

発足してからこれまでのJCDの歩み・取組みは、2014年秋の初刊に始まり
今回が21刊目となる「かわら版」や2013年から「業務体験発会」を開催し
てきました。2015年の3回大会からは「金沢大会」を皮切りに隔年で「名古
屋大会」そして昨年の「高知大会」の地方開催によって、地区診断士会との
交流や貴重な情報収集となっているとのことも聞こえてきます。また、「名
古屋大会」からは保有技術発表会も同時開催し、新技術の情報収集の場とし
ても活用されております。

コンクリート診断士の「国土交通省登録資格」では、JCIの協力のもと周
知のとおりコンクリート橋、鋼橋、トンネル、道路土工構造（シェッド・大
型カルバート等）の点検・診断が登録されております。

日本コンクリート診断士会は設立後10年を迎え、設立準備期間の「潜伏
期」⇒設立当初「進展期」⇒10周年「加速期」⇒これからの「円熟期」とな
るように更なる発展を目指す大きな節目であると考えます。

5月18日には、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、名古屋での
定時社員総会が中止となり『電磁的記録』による総会議案の検討や、10周年
記念事業祝賀会につきましても、同日開催すべく昨年から準備を進めてまい
りましたが、延期の決定を余儀なくされた次第を報告いたします。

これからのJCDの役割は、コンクリート診断士の技術研鑽と他地区の先進
的な取り組み事例やメンテナンスに関する最新情報を提供する「プラット
ホーム」を充実することが、未設立地区の支援や加入により地区の垣根を越
えた縦断的な「One Team」が構築できるものと考えております。

今後とも設立されていない地区診断士会の支援とＪＣＤの必要性にご理解、
ご協力頂き、会員の皆様方におかれましては更なるご活躍を祈念いたしてお
ります。
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お知らせ

巻頭にも記載されておりますが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、
予定されていた、下記の行事が変更となっておりますので、お知らせ致します。

２０２０年度（第11回）定時社員総会について

2020年5月18日（月）に開催を予定しておりましたが、インターネットを利用
した決議となりました。詳細は後日、事務局よりご連絡致します。

ＪＣＤ１０周年記念講演・祝賀会について

定時社員総会と同日に開催予定でしたが、延期となりました。
開催日時等が決定致しましたら、ご連絡致します。

会員の皆様との交流の場が、少なくなるのは残念ですが、皆様のご健康
と早期の感染収束を祈念しております。

保有技術の紹介募集

法人会員の皆様の保有技術の紹介を募集しております。
かわら版への掲載（無料）や、ＪＣＤ年次発表会での発表を
お待ちしております。
法人会員でなくても、会員の皆様のご紹介したい技術でも
結構です。
多くの応募お待ちしております。

ＪＣＤ広報部会


